
発行昭和 61年 7月 1 日

発行所大洗町役場

芋311-13茨城県東茨城郡大洗町磯浜面T6881-275

霊堂大洗(67)5 1 1 1制

広報公聴室

富士オフセット印刷械

器水戸 (31)4241

集

局日

編

t=fJ 

(題字:会沢ノj、伯先生書)

大
洗
港
の
菌
防
砂
堤
か
ら
南
中
学
校

下
海
岸
に
か
け
て
の
広
大
な
海
浜
に
、

快
適
な
海
岸
空
間
を
創
り
出
そ
、
っ
と
、

目
下
、
サ
ン
ビ
ー
チ
繋
備
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
階
段
式

護
岸
(
遊
歩
道
)
7
0
0
m
が
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
サ
ン
ビ
ー
チ
努
備
は
、

①
快
適
で
美
し
い
、
整
備
水
準
の
高
い

ビ
ー
チ
を
つ
く
る
。

②
多
様
な
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
に
対

応
す
る
緬
設
の
提
供
。

③
茨
城
東
海
岸
の
海
洋
レ
ク
リ
エ

i
シ

ョ
ン
拠
点
の
形
成
を
昂
る
。

@
夏
以
外
に
も
人
々
が
楽
し
め
る
地
区

と
す
る
。

こ
と
等
を
目
標
と
し
、
整
備
の
方
針
ど

し
て
は
、
「
①
広
域
的
な
海
洋
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の
核
と
な
る
施
設
繁
備
を

す
る
。
②
港
に
接
す
る
地
区
は
、
港
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
(
ポ

l
ト
セ

ン
タ
ー
、
港
の
公
園
)
と
一
体
と
な
る

よ
う
笠
備
す
る
。
③
海
水
浴
だ
け
に
片

寄
ら
な
い
多
様
な
活
動
が
で
き
る
浜
の

盤
備
を
図
る
。
④
η

大
洗
。
の
イ
メ
ー

ジ
を
形
成
さ
せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
周

辺
の
環
境
づ
く
り
を
配
慮
し
た
快
適
で

美
し
い
と
海
岸
を
附
設
備
す
る
。
」
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
業
は
海
岸
環
境
整
備

事
業
(
運
輸
省
)
と
局
部
改
良
事
業
(
建

設
省
)
か
ら
な
り
、
昭
和
田
年
に
着
手

し
た
海
岸
環
境
務
備
事
業
で
は
、

5
億

7
千
万
円
の
事
業
費
が
投
入
さ
れ
、

7

0
0
m
の
遊
歩
道
と
角
一
下
の
3
0
0

m
の
突
堤
が
完
成
し
ま
し
た
。

局
部
改
良
事
業
は
、
昭
和
田
年
度
に

着
手
し
、
約
1
億
円
の
事
業
費
で
町
営

プ

i
ル
下
に
、

1
3
0
m
の
突
堤
(
総

延
長
3
0
0
m
)
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
整
備
事
業
が
完
成
の

暁
に
は
、
海
で
は
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や

海
水
浴
、
海
浜
で
は
テ
ニ
ス
な
ど
の
球

技
や
軽
ス
ポ

i
ツ
、
海
を
臨
む
懇
の
場

等
で
、
青
年
層
や
家
族
連
れ
な
ど
、
皆

ん
な
が
安
心
し
て
遊
べ
る
、
楽
し
い
ビ

ー
チ
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

図木目
Il!.、十蕎チピンサ

機

/

大
識
の
季
鮪

来

今
年
も
い
よ
い
よ
溜
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

町
で
は
、
今
年
も
町
民
の
皆
さ
ん
や
大
洗
町
に
来
遊
さ
れ
る

観
光
客
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
、
安
全
に
過
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
各
種
対
策
等
を
講
じ
対
応
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

海
開
き
(
ア
月
四
日
)

海
開
き
式
は
来
る
7
月
四
日
制

午
前
日
刊
時
か
ら
、
大
洗
サ
ン
ビ
ー

チ
海
水
浴
場
内
で
関
係
者
に
よ
り

行
な
わ
れ
ま
す
。

海
水
浴
期
間
基
盤
基

7
月
四
日
樹
か
ら
8
月
口
百
回

ま
で
(
白
日
開
)

海
水
浴
に
は
必
ず
次
の
こ
と
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

O
泳
ぐ
前
に
必
ず
準
備
体
操
を
し

ま
し
ょ
う
。

O
遊
泳
禁
止
の
と
き
や
、
遊
泳
禁

止
区
域
で
は
絶
対
に
泳
が
な
い

レ品、つに
l
v士
4

アしょ、つ。

O
子
ど
も
は
一
人
で
は
泳
が
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

有
料
駐
車
場
の
開
設

町
で
は
、
例
年
の
と
お
り
町
有

及
び
県
有
(
県
か
ら
町
が
委
託
さ

れ
て
管
理
す
る
)
の
駐
車
場
に
次
・

の
と
お
り
有
料
期
間
を
設
け
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
は
何
か
と
ご
不

便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

何
卒
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

O
有
料
期
間

田
市
営
駐
車
場
(
大
洗
都
市
公
園

一
区
域
)

7
月
日
目
的
1
8
月
口
日
間

¥
但
し
、

7
月
6
・
目
白
/

一
の
附
は
有
料
と
な
り
ま
一

/

す

。

下

町
営
駐
車
場

7
月
刊
日
出
1
8
月
口
日
刊

0
時

間
平

日

午

前

6
時
j
午
後
4
時

土
曜
日
午
前
6
時
j
午
後
四
時

日
曜
日
午
前
0
時
1
午
後
4
時

O
疲
れ
て
い
る
と
き
は
、
泳
が
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
、
つ
。

O
監
視
員
、
係
員
の
指
示
は
守
り
ま

し
ょ
、
つ
。

O
料

金

原
付
自
動
二
輪
車
:
:
:
一

0
0円

普
通
車
・

:
:
j
i
-
-
:
:
四
O
O円

中
型
車
・
・
:
:
:
:
:
:
・
七

O
O円

大
型
車
:
j
i
-
-
:
一
、
五

O
O円

。

場

所

①
大
洗
都
市
公
園
駐
事
場

②
大
洗
サ
ン
ビ

i
チ
駐
車
場
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町
で
は
、
桜
道
一
区
画
整
理
事
業
の
一

環
と
し
て
、
大
洗
鹿
島
線
大
洗
駅
前
の

環
境
整
備
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
事
業
費
七
、
八

O
O、
0
0
0円

で
駅
前
公
衆
便
所
を
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
駅
前
の
公
共
施
設
整
備

は
一
段
落
し
、
観
光
の
町
大
洗
の
陸
の

玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
、
明
る
く
ム
!

ド
の
あ
る
広
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
大
喜
し
い
話
題
に
移
り

ま
す
が
、
こ
の
広
場
を
利
用
さ
れ
る
町

民
の
皆
さ
ん
や
、
多
数
の
来
遊
容
の
方

々
に
、
何
時
で
も
気
持
よ
く
ご
使
用
い

らあおお

た
だ
こ
う
と
、
清
掃
・
除
草
等
の
有
難

い
ご
奉
仕
(
既
報
)
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
更
に
ま
た
、
地
元
高
齢
者
ク
ラ

ブ
千
寿
会
の
野
崎
勝
次
会
長
外
日
名
門

皆
さ
ん
が
、
一
一
人
一
組
と
な
っ
て
毎

日
、
公
衆
便
所
の
清
掃
奉
仕
を
続
け
て

下
さ
っ
て
い
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
の
善
意

に
支
え
ら
れ
て
い
る
公
共
施
設
は
、
ま

た
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。
皆
き
ん
の
予
で
大

切
に
使
用
し
ま
し
ょ
、
っ
。

補
修
作
業
に
奉
仕
の
汗

大
洗
町
建
設
工
業
会
の
皆
さ
ん

昭和611J:.7月1臼

去
る
6
月
8
日
の
日
開
噌
日
、
祝
町
幼

稚
留
で
、
大
洗
前
建
設
工
業
会
(
庄
司

治
一
一
一
郎
会
長
外
的
名
)
の
皆
さ
ん
が
朝

早
く
か
ら
廊
下
や
遊
戯
室
の
床
補
鯵
に

精
を
山
山
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

建
設
工
業
会
で
は
毎
年
欠
か
さ
ず
、

町
立
の
小
・
中
学
校
や
幼
稚
閣
を
順
に

廻
っ
て
、
小
破
修
繕
の
奉
仕
作
業
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
手
弁
当
に
道
具
等
を
各
自

が
持
参
し
て
、
午
前
中
い
っ
ぱ
い
か
か

っ
て
、

P
タ
イ
ル
の
張
り
替
え
な
ど
を

行
い
、
幼
い
子
供
達
が
安
心
し
て
遊
べ

る
よ
う
修
理
し
、
関
係
者
か
ら
感
謝
さ

れ
て
い
ま
す
。

は
優
秀
作
品
約
五
十
編
の
「
文
集
」

を
作
り
関
係
者
に
配
布
し
ま
す
。

マ
海
の
旬
開
広
報

ポ
ス
タ
ー
、
掲
示
幕
、
記
念
タ
オ
ル
、

町
広
報
P
R
、
港
内
清
捕
の
実
施

門

V

入
港
船
の
訪
船
慰
問

日
本
の
発
足
関
も
な
い
明
治
九
年
(
一
入
港
船
に
対
し
て
訪
船
し
記
念
品
を

八
七
六
年
)
東
北
地
方
を
御
巡
幸
な
さ
贈
り
乗
組
員
を
慰
労
し
ま
す
。

れ
た
明
治
天
皇
が
、
お
召
し
船
「
明
治
マ
関
係
協
力
機
関

丸
」
で
横
浜
港
に
御
帰
還
さ
れ
た
臼
(
七
@
関
東
海
運
局
那
珂
湊
海
道
支
局

月
二
十
日
)
を
記
念
し
定
め
ら
れ
た
も
@
那
珂
湊
海
上
保
安
部
@
茨
城
県
三

の

で

す

。

浜

港

湾

事

務

所

@

大

洗

町

@

大

洗

町

海
の
記
念
日
行
事
実
施
事
項
教
育
委
員
会
@
大
洗
港
振
興
会
@
大

マ
小
中
学
生
の
図
画
・
作
文
募
集
洗
港
入
出
港
安
全
対
策
協
議
会
@
大

図
画
:
・
海
に
関
す
る
も
の
洗
港
を
き
れ
い
に
す
る
会
@
日
本
沿

作
文
:
・
さ
つ
ぼ
ろ
丸
体
験
乗
船
海
フ
ェ
リ
ー
鞠
@
東
日
本
フ
ェ
リ
ー
附

※
図
面
作
品
を
、
役
場
、
公
民
館
、
タ
@
大
洗
埠
頭
開
発
鞠
@
大
洗
タ

l
ミ

i
ミ
ナ
ル
等
に
展
示
し
ま
す
勺
作
文
ナ
ル
械
@
茨
城
く
み
あ
い
流
通
側

1
1
1
1
1
S
P
O
R
T
i
-
-
S
P
O
R
T
l
i
-
-
'
S
P
O
R
T
j
i
l
l
-
S
P
O
R
T
i
-
-
-
S
P
O
R
T
i
-
-
i
i
S
P
O
R
T
I
-
-
-
S
P
O
R
T
i
-
-
1
3
 

7

位

mm
山

石

油

4
勝
6
敗

H
H

東
光
ク
ラ
ブ

4
勝
6
欺

第

一

分

毘

4
勝
6
敗

白

鷺

会

2
勝
8
数

小
@
の
海
の
闇
一
盟
関
鶴
一

さ
つ
ぽ
ろ
丸
体
験
一
莱
船
作
文

七
月
二
十
日
「
海
の
記
念
日
」
を
祝

し
、
三
十
一
日
ま
で
の
十
二
日
聞
を
「
海

の
旬
開
」
と
し
て
全
国
的
に
い
ろ
い
ろ

の
行
事
が
行
わ
れ
今
年
で
第
四
十
六
閣

を
迎
え
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
フ
ェ
リ
ー
就
航
後
一
年

一
一
一
ヵ
月
が
経
過
し
大
洗
港
の
運
行
も
緩

め
て
順
調
に
経
緯
し
て
い
る
中
、
関
係

機
関
の
協
力
を
得
て
次
の
と
お
り
第
一

回
海
の
記
念
日
の
行
事
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

「
海
の
記
念
日
」
の
由
来
:
:
:
近
代

一
、
四
千
万
円
也

側
水
戸
カ
ン
ツ
リ
i
倶
楽
部

代

表

友

米

洋

治

殿

大
洗
町
運
動
公
園
建
設
資
金
の

一
部
と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し

た一
、
救
急
車
一
台

(
一
一
一
菱
デ
リ
カ
4
W
D
)

車
両
一
、
一
一
一

0
0、
0
0
0円

装
備
二
、
九
五
六
、
七

O
O円

合
計
四
、
一
一
五
六
、
七

O
O円

三
菱
自
動
車
工
業
株
式
会
社

取

締

役

社

長

舘

豊

一

夫

殿

大
洗
町
消
防
箸
救
急
率
と
し
て

町
に
寄
階
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
冷
房
機
(
ク
!
ラ

i
)
一
機

(
五
九

O
、
0
0
0円
相
当
)

小野
児↓
干if ("と

E手長
野浜
町I
手ー

ヨ三

列霊
殿

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
用
と
し

て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
座
椅
子

印
脚

常
陽
銀
行
大
洗
支
庖

支
活
長
手
代
木
英
夫
殿

大
洗
前
老
人
憩
の
家
用
と
し
て

町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会

第
M
H
聞
大
洗
町
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

春
季
大
会
(
金
井
勇
男
会
長
)
は
、

4
月

8
a
1
5
同
月
幻
自
ま
で
の
回
日
間
磯
小
・

一
中
の
両
グ
ラ
ン
ド
を
使
用
し
行
な
わ

れ
、
去
る
6
月
9
8大
洗
文
化
セ
ン
タ

ー
で
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
町
内
か
ら
幻
チ

l
ム
が

スポーツの一
季節-

町民

参
加
し
、

A
リ
i
グ
(
日
チ

l
ム
)
・

B

リ
l
グ
(
日
チ

i
ム
)
の

2
リ
i
グ
に
分

け
総
当
た
り
で
、
毎
朝
6
時
か
ら
7
時

ま
で
の

1
時
間
、
各
試
合
と
も
熱
戦
が

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
リ
i
グ

優

勝

準
優
勝

3

位

4

位

7 

f立

加
部
東
冷
凍

磯

ぶ

し

亭

ト
エ
ン
テ
ィ

共

栄

会

寿

会

親

友

会

サ

ザ

ナ

ミ

9
勝

1
敗

7
勝

3
欺

6
勝

4
数

5
勝

5
敗

5
勝

5
敗

5
勝

5
敗

4
勝

6
敗

@
大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
@
磯
浜
漁

業
協
間
組
合
@
関
東
海
事
広
報
協
会

茨
城
支
部
(
十
六
機
関
)

1
2
A

し

F
レ

1

i

ι

引』

B
リ
l
グ

優

勝
準
優
勝

3

位

4

位
5

位

6

位

三

勝

建

設

球
愛
ク
ラ
ブ

松

ノ

木

サ

ク

ラ

サ
ン
ラ
イ
ズ

滝
口
ク
ラ
ブ

通

り

町

ア

メ

ザ

ワ

モ
ン
ス
タ
ー

大
洗
町
役
場

親

和

会

日
勝
O
歎

9
勝

1
歎

8
勝
2
敗

6
勝

4
敗

5
勝
5
敗

4
勝
6
敗

4
勝
6
敗

3
勝
7
敗

3
勝

7
敗

3
勝

7
敗

。
勝
目
敗

8 

f立" 
11 

f立

春
季
町
民
軟
式
野
球
大
会

第
日
間
春
季
町
民
軟
式
野
球
大
会
が

去
る
5
月
日
日
か
ら
5
月
回
目
ま
で
の

問
、
磯
小
・
南
中
各
グ
ラ
ン
ド
を
使
用

し
て
町
内
の
ロ
チ

l
ム
に
よ
り
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

各
試
合
と
も
熱
戦
の
結
果
、
フ
ィ
リ

町
民
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
i

i

ー
ズ
が
み
ご
と
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団

体優

勝

フ

ィ

リ

i
ズ

準

優

勝

常

陽

産

業

第
3
位

ベ

ア

i
ズ

H

高

橋

農

機

個
人
賞
最
高
殊
動
選
手

打

撃

賞

敢

闘

賞

第
9
間
町
民
?
?
さ
ん
パ
レ
!
ボ

i

チ
j
ム
が
参
加
し
、
練
習
の
成
果
を
十

ル
大
会
が
去
る
6
月
8
5
同
磯
小
体
育
分
に
発
揮
し
大
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら

館

で

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

れ

ま

し

た

。

家
庭
の
、
玉
婦
逮
が
、
パ
レ

i
ボ
l
ル
そ
の
結
果
大
洗
ク
ラ
ブ
が

4
回
連
続

を
通
し
て
親
睦
と
体
カ
の
向
上
を
図
ろ
の
優
勝
の
栄
誉
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。
準
優
勝
磯
小

P

T

A

う
と
実
施
し
た
も
の
で
、
町
内
か
ら
6

優

勝

大

洗

ク

ラ

ブ

3

位
い
わ
ふ
ね
ク
ラ
ブ

i
l
l
S
P
O
R
T
i
-
-
i
S
P
O
R
T
-
-
1
S
P
O
R
T
i
-
-
S
P
O
R
T
i
-
-
S
P
O
R
T
i
-
-
l
S
P
O
R
T
i
-
-
S
P
O
R
T
i
-
-
-

小中増

磯山田
(昇)

常常てそ
陽 F晶 J
産量産 { 
業業文

N
H
-

除
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
)

免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
七
月
末

日
ま
で
に
役
場
年
金
係
ま
で
印
鑑
を
お

持
ち
に
な
っ
て
、
免
除
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

認
め
ら
れ
ま
す
と
、
一
年
間
の
保
検

料
が
免
徐
に
な
り
ま
す
。
免
除
さ
れ
た

期
間
に
つ
い
て
は
、
将
来
、
受
け
る
年

金
額
は
三
分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
過
去
一

O
年
の
関
に
免
除
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
免
除
期

間
の
保
険
料
を
納
め
ら
れ
て
、
よ
り
多

く
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
が
圏
難
な
場
合

免

除

の

手

続

き

を

老
齢
年
金
は
、
保
険
料
を
二
五
年

以
上
(
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
は
二
一
年
か
ら
ニ
四
年

に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
)
納
め
ら
れ
た
期

間
に
よ
り
、
六
五
歳
(
六

O
歳
か
ら

繰
り
上
げ
請
求
で
き
る
。
)
か
ら
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
で
あ
る

場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
(
町
民
税
の

申
告
が
さ
れ
て
い
な
い
方
や
生
命
保

険
な
ど
を
一
定
額
以
上
支
払
っ
て
い

る
方
、
ま
た
、
収
入
な
ど
に
よ
り
免

あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か

年
金
の
加
入
手
続
き
を
グ

竺一
O
歳
に
な
っ
た
と
き

し五一一 方大 そ農
るO ( 学等 の林
方歳 自己漁
以 任意に

偶者百業~IJ 力自主E
七、 入学
ら )し 営業' 
勤 て
め し、 の

て る 方

を会 右

書f苦if 官
行社 σ〉
つ- 力E
共 入
I斉 手
組 続
メ仁~、 き
な と
ど 問
σ〉 じ

当
者
カ三
手
統
き

様 j箭サ とサ 以( 奥様 専業玉 を女
業サ

が六ラ
婚離ラリ
上ま や性 ノ¥フ

六 C に fニカず めの
0歳 7 し l なは再 婦サ方
歳でン た? つ年就 にラカ£ マミF

未退の 場ン たJ.fX職 なリ会 ン
j前職ご 合の 場九し つ i社 七、

のし主 合 Oた たマや ら
場、人 主 )万場 場ン役 自
合奨が 人 円合 合の所 営

fOPご fOP 提出年金 険帳ご 属f参寺交
か主 か 者、主 L イ寸
ん人 ん 手 格資印人 をしを
をが 持を 帳 カミ !T) 提て受

持参交イす
を
取ん康健イ呆

出「け
央~ 

持参
得を 閏て

しを し 」窟持参倹
民い

て受 て し 年金 た
「け -， 

て をしま正
手重て 種 i年i 耳目い
B変更H 種

提出て 吋

変た

別変更
盟主

(更開子 年金 届
民人

格者資か印年金 の
を手 を 」届
提 i娠 提 被保年手金 取ん
出 出 を 得を

⑧
一
一

O
歳
以
後
の
人
の
場
合

な場六111
い合01君

主高卒|生
討六i以
富士i外
日IIの
管支!万
~ーの
任
思

加
入

印
か
ん
、
年
金
手
帳
を
提
出

愚
民
年
金
の
保
険
料
は
月
払
で
す
グ

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

ま
だ
納
め
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
七
月
分
の

保
険
料
と
あ
わ
せ
て
納
め
ま
し
ょ
う
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大j党問民サイクリング大会
講義講義換を開催

L、ら

大
洗
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ

i
ミ
ナ
ル

で
は
、
町
、
町
教
育
委
同
県
会
及
び
自
転

車
月
間
推
進
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、

五
月
二
十
五
日
「
第
四
回
大
洗
町
民
サ

イ
ク
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

自
転
車
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
、
交
通
の
用
問
且
(
な
ど
と
し
て

あおお

健
融
機
相
談
官
一

⑮ 

楽

戸 k
jし¥
「飯
プも

jしつ

(3)第175号

日
本
人
は
と
か
く
酒
と
真
剣
勝
負

を
す
る
様
な
気
持
で
欽
み
始
め
、
「
今

晩
は
と
こ
と
ん
飲
み
明
か
そ
う
」
と

か
、
「
徹
底
的
に
や
る
ぞ
」
と
か
表
現

し
ま
す
。
酒
を
天
口
む
時
は
味
わ
っ
て

飲
み
、
そ
し
て
、
ほ
ろ
酔
い
を
楽
し

む
心
構
え
が
欲
し
い
で
す
ね
。
人
生

を
楽
し
く
、
対
人
関
係
を
円
滑
に
さ

せ
、
胸
襟
を
開
い
て
人
に
接
す
る
気

持
が
持
て
れ
ば
最
高
で
す
。

次
は
他
人
に
無
理
強
い
せ
ず
、
互

に
適
量
を
欽
む
こ
と
で
す
。
日
本
で

は
品
目
な
が
ら
の
盃
の
や
り
と
り
と
云

う
習
慣
が
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ビ

広
く
愛
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
自
転
車

の
利
用
方
法
の
安
全
と
交
通
ル

l
ル
を

身
に
つ
け
る
た
め
、
五
月
の
「
自
転
車

月
間
行
事
」
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
無
風
快
晴
絶
好
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
日
和
り
に
恵
ま
れ
、
町
内
小
学

生
、
父
母
な
ど
二
八

O
名
が
参
加
し
ま

i
ル
に
し
て
も
コ
ッ
プ
に
残
っ
て
い

る
う
ち
に
、
つ
い
で
す
す
め
ま
す
。

客
へ
も
て
な
す
心
の
表
れ
で
す
が
、

強
要
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

次
に
、
食
べ
な
が
ら
飲
む
事
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
あ
る
食
物

を
消
と
共
に
食
べ
る
こ
と
は
、
ア
ル

コ
i
ル
に
よ
る
胃
腸
、
肝
臓
障
害
を

予
防
す
る
だ
け
で
な
く
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
分
解
を
促
進
し
、
吸
収
速
度
を

遅
ら
せ
、
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
を

低
く
保
ち
、
悪
酔
い
を
防
ぎ
ま
す
。

又
、
濃
い
酒
は
薄
め
て
飲
み
た
い
。

強
い
ア
ル
コ
ー
ル
は
急
速
に
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
状
態
を
作
り
日
明
く
、
消
化

管
に
も
強
い
刺
戟
と
な
り
ま
す
。
洋

酒
、
焼
酎
等
ス
ト
レ
ー
ト
欽
み
は
さ

け
た
い
も
の
で
す
。

又
、
睡
眠
薬
な
ど
と
一
諸
に
欽
ま

な
い
こ
と
で
す
。
不
眠
症
や
ノ
イ
ロ

ー
ゼ
の
人
で
精
神
安
定
剤
と
一
諸
に

飲
む
人
が
い
る
が
危
険
で
す
。
こ
れ

ら
の
薬
と
ア
ル
コ
!
ル
が
体
内
で
く

っ
つ
く
と
、
薬
の
分
解
、
解
毒
が
著

し
く
阻
害
さ
れ
ま
す
。

消
存
み
で
も
ア
ル
中
に
も
な
益
主
人

長
寿
の
人
も
い
ま
す
が
、
短
命
、
病

気
が
ち
の
人
も
多
く
家
族
的
悲
劇
を

招
く
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

〔
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕

緑

の

芝

生

で

一

お
年
寄
れ
ゾ
大
健
闘
一

職業奉仕者表彰と

少年野球教室を開催

大洗日ータリークラブ

日
頃
、
各
種
奉
仕
活
動
「
超
我
の
奉

仕
」
を
行
な
っ
て
い
る
間
際

?
iタ
リ

l
第
部
地
区
大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

(
雨
沢
久
夫
会
長
・
会
員
叩
名
)
で
は
、

過
日
、
職
業
奉
仕
者
表
彰
と
少
年
野
球

教
室
を
間
開
催
し
ま
し
た
。

恒
例
事
業
の
職
業
奉
仕
者
表
彰
は
、

地
域
社
会
の
中
で
、
仕
事
(
職
業
)
を

通
し
て
地
域
社
会
に
尽
し
た
奉
仕
に
対

し
て
、
幅
広
く
表
彰
す
る
も
の
で
、
今

年
度
は
関
根
よ
し
(
八
乙
さ
ん
(
磯
節
保

育
所
の
良
い
子
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ホ
ー

ク
ダ
ン
ス
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

磯
節
お
ど
り
、
大
洗
音
頭
が
披
ろ
う
さ

れ
、
高
年
者
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
か
ら
は

自
慢
の
の
ど
が
披
ろ
う
さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
に
な
っ
た
仮
装
大
会
も
、
ロ
名

の
仮
装
者
に
各
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
リ

レ
|
方
式
に
よ
り
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
扮
装

を
さ
せ
競
技
終
了
と
と
も
に
仮
装
者
が

場
内
を
一
周
し
ま
し
た
。

ま
た
、
身
障
者
の
皆
さ
ん
も
広
い
芝

生
の
上
で
、
各
競
技
に
興
じ
楽
し
い
一

日
を
す
ご
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
今
年
も
体
脊
祭
に
あ
た
り
、
大

洗
町
飲
食
庖
組
合
青
年
部
の
皆
さ
ん
に

よ
る
、
そ
ば
・
う
ど
ん
の
無
料
奉
仕
、

婦
人
会
の
皆
さ
ん
方
に
よ
る
湯
茶
接
待

等
の
奉
仕
、
そ
し
て
大
洗
ゴ
ル
フ
場
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

存
会
)
と
水
野
源
之
了
時
(
八
口
)
さ
ん
(
神

職
)
の
お
二
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
去
る
6
月
ロ

B
、
ク
ラ
ブ

例
会
の
席
上
で
行
な
わ
れ
、
雨
沢
会
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
贈

ら
れ
ま
し
た
。

少
年
野
球
教
室
は
去
る
6
月
日
日
間
、

大
洗
新
友
会
(
新
町
)
の
協
力
を
得
て
、

大
洗
一
中
グ
ラ
ン
ド
で
午
後
1
時
か
ら

4
時
加
分
ま
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
帝
京
大
学
野
球
部
か
ら

手
当
戸

-o

ユピ
d
o
九足
H
X
H
E
H
Z
H
X
H
X
H
X
U

河
上
弘
志
監
督
と
仙
石
克
之
・
篠
田
雅

人
間
選
手
を
指
導
者
と
し
て
招
き
、
当

町
の
一
中
・
南
中
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

か
ら
、
約
一

O
O名
の
選
手
と
父
兄
約

加
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

定
刻
、
開
始
に
あ
た
っ
て
、
王
催
者
等

の
挨
拶
の
あ
と
、
一
川
上
監
督
か
ら
「
野

球
に
対
す
る
心
構
え
に
つ
い
て
」
約
却

分
の
お
話
が
あ
り
、
直
ち
に
実
技
指
導

に
移
り
ま
し
た
。

4
グ
ル
ー
プ
に
別
け
ら
れ
た
豆
選
手

遼
は
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
内

野
守
備
、
外
野
守
備
な
ど
の
守
備
練
習

や
ピ
ッ
チ
ン
グ
練
習
等
に
熱
中
し
、
お

お
い
に
汗
を
流
し
、
有
意
義
な
午
後
の

半
日
を
過
し
ま
し
た
。

4

明
世
表
彰
さ
れ
た
職
業
奉
仕
者

分
を
保
険
税
を
値
上
げ
し
て
、
こ
れ
を

補
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
切
な

震
療
費
を
ム
ダ
に
は
使
っ
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。
病
院
を
は
し
ご
し
た
り
、

社
交
場
が
わ
り
に
し
て
は
い
な
い
で
し

ょ
う
か
。
医
療
費
を
ム
ダ
使
い
し
な
い

よ
う
お
互
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
保

険
税
の
納
入
が
遅
れ
た
り
滞
納
に
な
る

と
、
お
医
者
さ
ん
か
ら
請
求
さ
れ
た
医

療
費
の
支
払
い
が
で
き
な
く
な
り
ひ
い

て
は
、
国
保
の
運
営
ま
で
危
ま
れ
ま
す

の
で
、
保
険
税
は
納
期
内
に
納
め
る
よ

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
た
。
開
会
式
は
九
時
半
か
ら
行
わ
れ

田
口
教
育
長
の
挨
拶
、
青
木
派
出
所
長

か
ら
自
転
車
の
安
全
運
転
に
つ
い
て
の

話
し
な
ど
が
あ
り
、
午
前
十
時
サ
イ

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
出
発
し
ま
し

た

。

去

る

6
月
刊
日
間
、
第
出
回
老
人
体

コ
ー
ス
は
、
サ
ン
ピ

i
チ
海
岸
道
路
育
祭
・
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
大
洗

の
脇
の
旧
護
岸
沿
い
を
と
お
り
勘
十
堀
ゴ
ル
フ
場
の
緑
の
芝
生
の
上
で
曜
大
に

1
大
賞
橋
を
渡
っ
て
掴
沼
サ
イ
ク
リ
ン
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ロ

i
ド
に
入
り
田
植
の
終
っ
た
広
々
雨
の
心
配
さ
れ
る
一
日
で
し
た
が
、

と
し
た
繰
の
出
ん
ぼ
を
左
右
に
み
な
が
時
お
り
晴
れ
聞
の
出
る
天
候
で
体
脊
祭

ら
快
走
し
、
広
浦
で
休
憩
を
し
て
親
沢
に
は
ぜ
つ
こ
う
の
日
和
で
し
た
。
会
場

ま
で
ゆ
き
掴
沼
湖
畔
で
楽
し
く
昼
食
を
は
早
く
か
ら
つ
め
か
け
た
各
地
区
の
老

し
ま
し
た
。
こ
の
間
出
発
し
て
か
ら
約
人
会
の
皆
さ
ん
制
名
で
埋
め
つ
く
さ
れ

一
時
間
半
、
十
一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
走
て
お
り
ま
し
た
。

破
し
子
供
達
は
す
こ
ぶ
る
元
気
で
す
が
一
定
刻
叩
時
に
竹
内
宏
町
長
・
内
山
光
正

付
そ
い
の
親
の
ほ
う
が
疲
れ
た
人
も
あ
高
年
者
ク
一
ス
フ
連
合
会
会
長
の
あ
い
さ
つ

っ

た

よ

う

で

し

た

。

で

開

会

さ

れ

、

参

加

者

全

員

に

よ

る

準

備

帰
途
は
、
閉
じ
コ

l
ス
を
戻
り
午
後
体
操
の
あ
と
早
速
競
技
に
移
り
ま
し
た
。

三
時
全
員
元
気
に
大
賞
小
学
校
に
着
き
競
技
種
目
は
紅
白
玉
入
れ
、
玉
送
り

解
散
し
ま
し
た
。
付
そ
い
の
父
兄
か
ら
競
走
、
福
笑
い
、
ゲ

i
ト
ゴ
ル
フ
、
デ

サ
イ
ク
リ
ン
グ
列
の
中
間
に
も
指
導
率
カ
バ
ン

2
人
3
脚
、
仮
装
大
会
、
玉
手

を
つ
け
た
方
が
安
全
で
あ
る
な
ど
色
々
箱
の
7
つ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ご
意
見
を
掲
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
昼
に
は
町
立
第
一
保
育
所
、
第
二
保

し
た
。会
コ

l
ス
の
交
通
整
理
、
安
全
指
導

に
当
っ
て
い
た
だ
い
た
町
体
育
協
会
卓

球
部
、
動
燃
オ
リ
エ
ン
テ
i
リ
ン
グ
部
、

町
輸
業
協
同
組
合
の
皆
さ
ん
に
問
中
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

網
開
醸
麟
銅
器
棚
翻
網
開
mw一
盤
一
一
欝
器
購
網
棚
で
す

国
民
健
康
保
険
は
、
み
な
さ
ん
が

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
安
心
し

て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
た
め
の
相
扶

共
済
の
制
度
で
す
。
保
険
証
を
病
院

等
の
窓
口
へ
提
示
す
れ
ば
、
か
か
っ

た
医
療
費
の
三
割
(
退
職
者
医
療
制

度
該
当
者
は
二
割
)
を
負
担
す
る
だ

け
で
、
あ
と
の
残
額
は
国
保
が
負
担

し
て
い
ま
す
。
一
ヶ
月
医
療
費
が
五

万
四
千
円
を
超
え
る
と
超
え
た
額
を

払
一
戻
す
高
額
療
養
資
制
度
も
あ
り
、

み
な
さ
ん
の
健
康
な
暮
し
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
制
度
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
切
な
国
保
を
さ
さ
え
て
い
る

の
が
、
み
な
き
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
保
険
税
で
す
。
医
療
費

は
年
々
増
加
し
六

0
年
度
の
大
洗
町

田
保
の
医
療
費
総
額
は
一
五
億
八
千

万
円
余
り
に
も
の
ぼ
り
、
五
五
年
度

と
比
較
す
る
と
一
一
一
一
一
了
二
%
も
増
え

て
い
ま
す
。
医
療
費
の
増
加
に
よ
り

国
保
財
政
は
非
常
に
背
し
い
状
況
に

追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

医
療
費
が
増
え
つ
づ
け
る
と
増
え
た

♂建家健
勺 1三甚之、~

d叩得意

r~.11 i持翼曜鱗iま鶴醸f~襲
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主事

無

料

鞠

縄

問

的

麟

気
が
る
に
相
談
を
グ

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人
務権

興
関
口
火

E
背
中
呂
田
国
間
四

弁
護
士

丹
下
回
目
子

一、

き

七
月
十
八
日
(
金
)

午
前
十
時

l
午
後
三
時

(_ 

一
、
と
こ
ろ

';;J'le 

露来

(
無
料
)

大
洗
町
役
場
(
三
階
会
議
室
)

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

*
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
援
助
問
題

t"' 

み
こ
し
荒
磯
会

会
員
募
集
中
野
口

1
1
活
気
あ
る
担
ぎ
手
を
待
っ
て
ま
す
l

l

口
ハ
今
、
み
こ
し
荒
磯
会
で
は
元
気
な
若
者
(
同
歳
以
上
の
努
・
女
)
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
地
元
町
民
製
作
に
よ
る
総
手
彫
の
町
民
み
こ
し
で
す
。

昨
年
は
大
洗
港
フ
ェ
リ
ー
就
航
祭
、
科
学
万
博
、
黄
門
ま
つ
り
、
八
朔
ま
つ

り
と
活
躍
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
も
種
々
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
、
活

動
を
行
う
に
あ
た
り
、
現
在
会
員
を
多

数
急
募
し
て
お
り
ま
す
。

く
わ
し
い
問
い
合
せ
申
込
み
は
左
記
へ

議
座
金
窃
凶
小
松
崎
享
側
2
4
1
5

山
戸
呉
服
活
山
一
戸
果
側
2
4
8
0

新

屋

自

工

鬼

沢

満

男

馴
4
5
3
0

巴

設

備

大

部

義

美

制

3
0
2
8

魚

忠

商

庖

今

関

忠

之

側
5
1
0
1

吋

7

1
塙

渡

辺

専

造

鮒

1
8
1
8

商

工

会

内

那

須

誠

側

1
7
1
1

昭和6P'手 7~1 日

年
金
の
請
求
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
資
格
期
間
や
年
金
額
は
ど
の
よ
う
に

計
算
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
他
年
金
に
関
す
る
質
問
に
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
無
料
で
親
身
に
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
⑧

日

時

⑧

場

所

⑧
相
談
員

7
丹
江
川
目
(
水
)
午
前
問
時
l
午
後

3
碍

常
陽
銀
行
大
洗
支
活

山
浦
達
雄
(
元
下
館
社
会
保
険
事
務
所
長
)

り等の資源保護に

ご協力をグ

鹿島灘でとれる、はまぐり、ひらがい、および、うは、がい

は茨城県における重要な水産資源です。

そこで、これらの資源を保護し、計画的にとるため、関

係する漁業協同組合では自主的にとってはならない区域や

期間等を設けて資源の保護に努めています。

また、茨城県においても大洗町、大洋村~大野村、波崎

町の三ヵ所に保護水面を設けて、全面的に貝類をとること

を禁止するとともに、資源を有効に利用するため、はまぐ

り、ひらがいは殻の長さ三センチメートル以下、うばがい

は七センチメートル以下のものをとることや、所持、販売

することを漁業調整規則で禁止しています。

このため、規射に違反して畏をとったり所持したり販売

はまくや
。
一
一
心
一
会
会
ハ
品
会
A
一会一心一会一ハ比一会一会会会&一
A
組会会一ハ品会会ハ起〈比一心志一

一
窃
窓
お
も
鰐
@
関
田
容
出

4

A

W

服
宙
開
w
オ
ー
ナ
ー
器
倍
回
以

ム
一
会
会
会
会
会
会
A
一
会
一
ハ
品
会
ハ
比
一
八
品
会
会
八
品
ハ
品
会
会
会
会
会
会
会
A
一企一

森
林
は
、
人
の
心
を
い
き
い
き
と
さ
せ
、
新
鮮
な
大
気
で
身
体
の
健
康
を
回

復
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

国
有
林
の
分
収
育
林
(
緑
の
オ

i
ナ
l
制
度
)
は
緑
豊
か
な
国
土
の
造
成
や

森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
ま
た
、
子
供
や
孫
の
代
に
緑
の
資
産
と
し
て
残

せ
る
夢
に
あ
ふ
れ
た
制
度
で
す
。

分
収
脊
林
契
約
は
、
成
育
途
上
(
植
え
て
か
ら
二
十
一

1
三
十
年
程
度
)
の

森
林
に
つ
い
て
、
成
林
し
伐
採
す
る
ま
で
の
聞
の
契
約
を
結
び
、
伐
採
時
に
達

す
る
と
立
ち
木
を
販
売
し
、
収
益
金
を
分
配
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

契
約
は
一
口
単
位
と
し
、
一
一
U

の
金
額
は
森
林
保
険
料
を
含
め
て
五
十
万
円

で
す
。
契
約
後
は
、
営
林
署
が
責
任
を
も
っ
て
必
要
な
手
入
れ
を
行
い
、
良
好

に
管
理
し
ま
す
の
で
契
約
者
の
負
担
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

本
年
度
前
期
の
募
集
期
間
は
六
月
十
八
日
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
七
月
三
十

日
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
水
戸
営
林
署
(
水
戸
市
大
町
三
回

l
ニ
七

二一
ι
t
1
1
1
1

五
一
一
七
)
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

電
O
二
九
一

することは、規出により厳しく罰せられますので、このよ

うな行為をしないよう、遊漁者の皆さんをはじめ、魚屋き

んなど販売にたずさわる方々は特に注意してください。大洗文化センター7F.1分行事予定警護

茨城県・茨城県警察本部

那珂湊海上保安部

再守、

モヨr内事催開催場所名導主催開始時間臼催開

リハーサル室室教ノ¥13 : 00-
7月3，10， 
17， 24日(木)

コ二レ

γ
I
J
 

田
山洗大金

金
日

門
口
門
口
門
口

e
B
Z
n
ハ〉ハリ
V

4
1
ょ
っ
ム

同
月
同
月
同
月

ワ
ー
ゥ
ー
ワ
i

コールさざなみの練習リハーサル皇室ス練習会ブコ10: 00-

大洗町における交通事故の発生状況民謡大会
ホール
大会議室
リハーサル家

臼本氏言語協会

茨城県連合大会

7月5日(土)
7月6臼(臼) (61.5月現花)

9 : 00-

数i成増前年間期年本
リハーサル主主日用雑貨品展示販売9 : 00-

ム7( 4) 

)
 
ハU(
 
nu 

負傷者数

14 (34) 7 (38) 発生件数

ム5(16) 

o ( 1) 

17 (44) 

o ( 1) 

12 (60) 

数者死三〉、
コス

運転免許所有者の更新のための講習会

磁映ノレ

大会議室

ホ親子 7 ンガ熱面会

運転免許証更新時講習会

1音E
10: 00-
2音E
13: 00-

9 : 00 

12: 00 

7月11B (金)
7月12日(土)

7月27日(日)

7月30日(水) ※( )内は累計を示す。

“毎月18は受通安全の日"“ゆずり合いの山がかよう受遜安全"
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税
だ
よ
り

い
ま
一
度
確
認
を

国
定
資
産
税
の
納
付
に
つ
い
て

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
の
様
式
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
年
度
の
回
定
資
産
税
第
二
期
分
(
七
月
納
期
)
と
第
三
期
分

(
十
二
月
納
期
)
第
四
期
分
(
翌
年
二
月
納
期
)
の
納
税
通
知
書
は
、
す
で
に

四
月
に
送
付
し
て
あ
り
ま
す
と
お
り
、
第
一
期
分
と
一
連
式
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
改
め
て
送
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

お
手
一
元
の
納
税
通
知
書
を
、
い
ま
一
度
ご
確
認
の
う
え
、
納
期
内
に
納
め
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
納
付
蓄
を
な
く
し
た
り
分
か
ら
な

い
と
き
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
税
務
課
(
内
線
五
九
・
六
九
)
へ
お
間
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
二
期
介
:
:
:
七
月
三
十
一
日

〈愛の血液助け合い運動〉

7月4日---31日
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